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(7)(13)であり ，B群は21項目中 6項目 (28.6%)
で(1)(2) (5) (7) (12)(19)であり， C群では61項目中10
項目 (16.4%）で(1)(8) (9) (10) (1) (35) (36) (39) (43) (48)で
ある。
学習目標に対して90％以上の学生が到達し た
項目は， 112項目中57項目 (50.9%）である。 そ
の内容は， A群は30項目中15項目 (50.0%）で
あり，全員が到達した 6項目に加えて，（2)(8)(9)
(14)(20) (21)(25) (26) (27)である。B群は21項目中18項目
(85. 7%）であり，全員が到達した 6項目に加え






る。その内容は， A群は30項目中 2項目 (6.7%) 
で(3)(23)の項目である。B群は21項目中該当する
項目はなく ，C群では61項目中13項目 (21.3%)
で(1り(18)(25) (27) (28)(29) (3 0) (32) (4 5) (4.9)(52) (53) (5$)である。こ
の15項目の中で，特に到達率が低いものとして








次に， A 群 • B 群 •C 群の群間の到達率は ， 90
％以上の学生が到達した項目数でみると，図 2
の aに示すとおりである。が検定の結果， A-B
群問では B群が有意に高く (p < 0.01), B-C 
群間でも B群が有意に高率である (p< 0.01)。






目は， 76項目中46項目 (64.5%）であり ，学習
目標Iに設定した項目では， 24項目中 7項目
(29.2%）である。学習 目標mに設定した項目
では， 6項目中 1項目 (16.7%），学習目標Nに



















は， 112項目 中38項目 (33.9%）であり，現状到
達率より 16項目 (14.3%）増加している。 A群
は30項目中 9項目 (30.0%）となり，現状到達
率の A群であげたものに(3)(23)(30)が追加され， B
群は21項目中 7項目 (33.3%）となり ，現状到
達率の B群にあげた ものに(20)が追加され， C群
では61項目中22項目 (36.1%）となり ，現状到









目 (70.0%）で， B群は21項目中18項目 (85.7
%), C群では61項目中45項目 (75.4%）である。
現状到達率の90％以上の学生が到達した割合と




(30), C群の(4)(6) (19)(24)(25) (26)(27) (28) (29)(38)(45)(46)(4 7)(57) 
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• : p < 0.05 
ns : p > 0.05 
図2 A・B・C群間の到達率の比較






率を表 1の到達率の中で12期生は口 印， 13期生














［ 闊且 到達 率（％）100% 90％以上 80％以上 70％以上 60％以上 50％以上 40％以上 30％以上 20％以上 0％以上
12期生 1 (36 7) 17(56 7) 24 (80 0) 26 (86 7) 
13期生 6(20 0) 16(53 3) 25 (83 3) 28(93.3) 
A 12 ・ 13期生計 30 6(20 0) 15(50 0) 24 (80 0) 26 (86. 7) 
12期生と13期
生の差の検定
ns ns ns ns 
12期生 9(42 9) 18(85 7) 21 (JOO) 21 (JOO) 
13期生 9(42 9) 19(90.5) 20(95 2) 21 (100) 




12期生 15(24 6) 27 (44 3) 37 (60 7) 45 (73 8) 
13期生 1 (18 0) 25(41.0) 34 (55 7) 42(68,9) 
C 12 ・ 13期生計 61 10(16 4) 24 (39 3) 34 (55 7) 43 (70 5) 
12期生と 13期
生の差の検定
ns ns ns ns 
b. 実施者の到達率の項目数
28(93 3) 28 (93 3) 
29 (96 7) 30 (100) 
28 (93 3) 30(100) 
ns 
21 (JOO) 21 (JOO) 
21 (100) 21 (JOO) 
21 (JOO} 21 (JOO) 
46(75 4) 48 (78 7) 
50(82 0) 55(90.2) 
48(78 7) 50 (82 0) 
ns ns 
30(100) 30(100) 30(100) 30(100) 
30(100) 30(100) 30(100) 30(100) 
30(100) 30(100) 30(100) 30(100) 
21 (JOO) 21 (100) 21 (JOO) 21 (IOOJ 
21 (100) 21 (100) 21 (JOO) 21 (100) 
21(100) 21 (JOO) 21 (100) 21 (100) 
50(82.0) 51 (83 6) 55 (90 2) 61 (JOO) 
56(91 8) 57 (93 4) 58(95 l) 61 (JOO) 
53 (86 9) 56(91 8) 58(95 I) 61 (JOO) 
ns ns ns 
差 ：13期生の率ー12期生の率
ns: p > 0.05 
I 闊且 到達 率（％）100% 90％以上 80％以上 70％以上 60％以上 50％以上 40％以上 30％以上 20％以上 0％以上
12期生 15(50 0) 22 (73 3) 28(93 3) 
13期生 9(30.0) 23 (76. 7) 29 (96 7) 
A 12 ・ 13期生計 30 9(30.0) 21 (70.0) 30(100) 
12期生と 13期
生の差の検定
ns ns ns 
12期生 9(42 9) 18(85 7) 21 (I()） 
13期生 I (52 4) 19(90,5) 21 (JOO) 




12期生 30(49 2) 46(75 4) 50(82 0) 
13期生 24 (39 3) 45(73.8) 52 (85 2) 
C 12 ・ 13期生計 61 22(36 I) 46(75 4) 51 (83 6) 
12期生と 13期
生の差の検定
ns ns ns 
30(100) 30(100) 30(100) 
30(100) 30(100) 30(100) 
30(100) 30(100) 30(1()()） 
21 (JOO) 21 (100) 21 (JOO) 
21 (100) 21 (100) 21 (JOO) 
21 (1()()） 21 (JOO) 21 (JOO) 
53 (86 9) 56(91 8) 58(95 I) 
58(95 1) 59 (96 7) 59 (96 7) 
55 (90 2) 59 (96 7) 59 (96 7) 
ns ns ns 
30(100) 30(1()()） 30(100) 30(100) 
30(100) 30(100) 30(100) 30(100) 
30(100) 30(100) 30(100) 30(100) 
21 (JOO) 21 (100) 21 (loo) 21 (100) 
21 (JOO) 21 (100) 21 (100) 21 (JOO) 
21 (JOO) 21 (loo) 21 (JOO) 21 (1()()) 
58(95 1) 59 (96 7) 60(98 4) 61 (JOO) 
61 (JOO) 61 (100) 61 (JOO) 61 (100) 
59(96 7) 61 (JOO) 61 (JOO) 61 (loo) 
ns ns ns 
差 ：13期生の率ー12期生の率
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の
差 -9.9 +4 9 +9.9 
a 12 12 69 5 14 






目は， A群の(20)(2),C群の(5)(7) (l 9)(22)(2~(33)(38)(54) 
(57)(59)である。 13期生が12期生より 10％以上到達
率がよい項目は，A群の(3)(18)(29)(30), C群の(16)
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